
                  

        

                

   

 

 

 

 

 

■例会日：毎週水曜日 12：30～   ■例会場：ホテルシーズン日南 

■事務局：日南市岩崎３丁目４番地１-２号 Iｔｔｅｎ堀川ビル２Ｆ 創客創人センター内 

TEL：0987-22-3363 FAX：0987-22-3515               
 

第３４１７例会 No.37 2025.4.16

点鐘・ロータリーソング

四つのテスト

例会行事

12時30分　　「それでこそロータリー」

井野畑　善順君

R情報委員会
 

会長時間   

いきなりですが、日本の環境問題って悪化していると思いますか？改善していると思いますか？ 

日本は先進国だから改善していると思う。公害とか環境問題なんて、昭和の話でしょ。と思ってい 

ると、ちょっと信じられないくらい環境破壊が進んでいる現状にショックを受けるかもしれません。 

平成30年に環境省は「あと20年で日本全国のゴミの埋め立て場が満杯になり、ごみを埋め立て 

できなくなる」という発表を出しました。つまり日本では、2040年にはゴミを埋立ている最終処

分場がなくなるということになります。ゴミ処理場が飽和する問題を回避するために、リサイクルできるゴミを資源ゴミ

として中国などに輸出してしいました。しかし、2018年中国はこのゴミの輸入を禁止します。なぜかといえば、今まで中

国は、日本から輸入したゴミをマレーシアやフィリピンなどに輸出していたのですが、マレーシアやフィリピンもゴミの

輸入を禁止したからです。今、日本はゴミの捨て場を失っています。22世紀は、もしかしたら富士山より大きいゴミの山

が日本には誕生しているかもしれません。21世紀の今、日本では 年間5500万トンの家庭ごみと、400万トンの産業廃

棄物が捨てられています。これは日本人１人が1日あたり1.5 kg のごみを出している計算になります。つまり日本だけ

で1.8億kg、25mプール300杯分ものゴミが捨てられています。しかし、それでも諸外国から見れば、日本人ひとり当

たりのゴミの量はOECD36カ国中33位と少ない方なのです。日本は、スーパーで売られている野菜や、お菓子類も１つ

１つプラスチック包装でキレイに包まれていることでも有名です。にもかかわらず、海外は日本よりもゴミが多いという

のですから本当に驚きです。しかし、毎年増えるプラスチックゴミの量。そのすべてがリサイクルされていれば問題ない

のですが、現実は違います。ふだん、私たちはゴミを分別して出していますが、全体でどのくらいがリサイクルされてい

ると思いますか？現在、日本のゴミのリサイクル率は家庭ゴミ・産業廃棄物を含めて28%です。つまり、70%以上のゴミ

は再利用不可能であり、破棄されているということです。ちなみに、リサイクルのために分別しているプラスチックでさ

えも25%程度しかリサイクルできていないのです。なぜかというと、先ほどもお伝えしたように、日本で廃棄される7割

のプラスチックが中国やベトナム、タイ、マレーシア、輸出されていたからです。量でいうと100万トン。これは、東京

ドーム３杯分ものゴミが毎年、輸出されていたことになります。そして、海外に輸出されたゴミは、最終的にスラム街に

捨てられてしまいます。これが社会問題となり、このようなゴミ処理場は危険ということで、政府によって閉鎖され、ゴ

ミが搬入されることもなくなりました。そして、最近のごみ問題は、海洋生物がプラスチックゴミで深刻なことになって

いるということとの問題も切り離せません。海に捨てられているプラスチックゴミの量は、なんと年間800万トンにもな

ります。私達が捨てたプラスチックのゴミをクジラなどの海洋生物がクラゲなどの餌と間違えて食べてしまいます。 

国際ロータリークラブ第2730地区 

日南ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

＝ 簗瀬 敦 会長スローガン ＝ 

“ロータリーのマジックを信じ 地域にマジックを掛けよう” 

 

 



 もちろんクジラだけではなくて、プランクトンを食べているイワシやマグロなど 114 種類の海洋生物の胃袋からプラス

チックゴミが見つかっています。その魚や海産物を食べる私達もマイクロプラスチックを避けることができなくなってし

まいました。最近では、サンゴ礁もマイクロプラスチックを吸い込むことで、サンゴ自体の健康を損なうことがわかって

います。マイクロプラスチックは私達の体内にまで侵入していることがわかっています。「NATIONAL GEOGRAPHIC」ナ

ショナルジオグラフィックの発表では８人の体内を調べたところ、全員から9~10種類のプラスチックが人糞から検出さ

れたとのことです。環境破壊は見えないところで人間や動物を蝕んでいます。マイクロプラスチックは、5mm未満の微細

なプラスチックごみであり、人工芝や衣料品等に使用されている合成繊維もその発生源の一つとされています。マイクロ

プラスチックは海洋に流れ出し、食物連鎖を通じて生物に取り込まれ、体内に蓄積されるなどの問題が発生しています。 

世界的にも関心が高まり、欧米諸国では規制が始まっています。 日本でも新しい動きが見られます。環境省では、全国の

海岸においてモニタリング調査等を実施するとともに、沿岸海域・沖合海域において、漂流ごみの目視調査、マイクロプ

ラスチックの採取、海底ごみの採取を実施しています。環境省の海洋ごみ実態把握調査（マイクロプラスチックの調査）

によると、日本周辺海域では、北太平洋と比べ16倍・世界の海と比べると27倍ものマイクロプラスチックが存在してい

ます。日本周辺海域は、マイクロプラスチックのホットスポットであり、大きな課題を抱えています。また、東京湾で捕れ

たカタクチイワシの調査では、計64匹のうち49匹から150個のマイクロプラスチックが検出。そのうちの約1割は、

洗顔などの生活用品に使用されている「マイクロビーズ」との結果が出ており、マイクロプラスチック流出による、海洋

生物への被害が確認されています。日本におけるマイクロプラスチック削減への対策として、海洋漂着物処理推進法の改

正を行い、事業者へのマイクロプラスチック使用抑制や、廃プラスチック類の排出抑制を促しています。しかし、あくま

で事業者の自主性に任せており、マイクロプラスチックの製造や販売自体を法的には規制していません。アメリカやイギ

リスなど多くの国では、マイクロビーズを使用した製品の製造や販売・輸入などが法律によって規制されています。 

マイクロプラスチックの発生原因となる、プラスチック自体にも多くの国が法的に規制をかけています。規制対象には、

使い捨てのレジ袋・食品容器・ストロー・カトラリー等が挙げられており、有料化や販売・使用自体の禁止など、各国でさ

まざまな対策が実施されています。マイクロプラスチックの削減は、世界的にも技術が確立しておらず、非常に困難なも

のです。環境省は、日本企業が持つ技術を活かした成功事例を、国内外に共有する取り組みを実施しています。また、技術

的な削減のみでなく、マイクロビーズ自体の使用制限もマイクロプラスチック削減には必要不可欠です。 

ここで成功事例の日本企業の取り組みをふたつ紹介します。 

経年使用して細かく破断した人工芝は場外へと流出することがありスポーツ用人工芝は、経年使用などによって場外に流

出することがあり、これらがマイクロプラスチック発生の原因になる可能性が懸念されています。そこで、住友ゴム工業

株式会社では、スポーツ用人工芝からのマイクロプラスチック流出を抑制するために、国内初めての取り組みである実証

実験を「西宮浜多目的人工芝グラウンド」にて実施しました。グラウンドの外周にマイクロプラスチック流出を防ぐため

のゾーンを設置することで、経年劣化などによって発生したマイクロプラスチックが、場外に流出しない仕組みを実現し

ています。スズキ株式会社では、世界初の船外機に取り付け可能なマイクロプラスチック回収装置を開発しました。船外

機が水を汲み上げながら進む構造を利用し、フィルター式の回収装置を取り付けることで、走行するだけで水面付近のマ

イクロプラスチックを回収することに成功しました。国内で実施したモニタリング調査において、マイクロプラスチック

の回収が確認されています。こういった企業努力だけでなく、個人1人1人もごみ削減の努力をすることが地球環境を守

ることにつながるでしょう。 

 

 

 

幹事報告 

１．公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より、” ハイライトよねやま №301号 ”が届いております。 

２．ガバナー月信4月号が届いておりますので回覧致します。 

 

 

 

 



例会行事       

＝ R情報委員会アワー＝ 
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スマイル 

菊池 希樹君  先日、ロータリー会員有志にて飲み会を行った時のお釣りをスマイルします。 

 

 

出席    

  数 出席免除 出席 数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率(％)

今　週 30 7(5) 25 190 2 4 21 84

出席免除

先取ＭＵ

欠　席

落丸 清水 野﨑 古澤 渡邊、

甲斐 村 

榎木田 斉 奈々 豊田 冨満
 

 

 

 

               
 

 

事務局〒887-0014 日南市岩崎3-4-2 Itten堀川ビル2F創客創人センター内 TEL0987-22-3363・FAX0987-22-3515 

会長：簗瀬 敦  副会長：斉藤篤史  幹事：石灘寛樹  雑誌会報広報委員長：菊池希樹 

雑誌会報広報委員会より  

情報、原稿は、admin.pmy06@honda-auto.ne.jpまで送信してください 


